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(2011年 4月)

★★
創創
刊刊
にに
よよ
せせ
てて

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館

館
長

渡
邊
貞
幸

出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
は
昨
年
４

月
29
日
の
オ
ー
プ
ン
以
来
、
幸
い
多
く

の
方
々
か
ら
ご
好
評
を
い
た
だ
き
、
一

月
に
は
５
万
人
目
の
入
館
者
を
お
迎
え

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
博
物
館
の
特
色
は
、
次
の
よ
う

に
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

①
面
白
く
て
分
か
り
や
す
い
博
物
館

②
研
究
の
最
前
線
を
盛
り
込
ん
だ
博
物

館

③
地
域
に
愛
さ
れ
支
え
ら
れ
る
博

物
館
―
の
三
つ
で
す
。

私
た
ち
は
、
も
っ
と
も
っ
と
多
く
の

方
に
、
当
館
の
こ
の
よ
う
な
魅
力
を
知

っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
も
っ
と
も
っ
と
旺
盛

に
広
報
活
動
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
そ
の
た
め
の
新
し
い
「
武

器
」
と
し
て
本
紙
を
発
刊
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。
当
館
の
各
種
の
情
報

を
て
ん
こ
盛
り
に
し
て
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
愛
読
く
だ
さ
い
。

そ
し
て
、
ま
た
博
物
館
で
お
会
い
で
き

ま
す
よ
う
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
、
心
か
ら

お
待
ち
申
し
あ
げ
て
お
り
ま
す
。

★★
出出
雲雲
弥弥
生生
のの
森森
博博
物物
館館
・・
西西
谷谷
墳墳
墓墓

群群
（（
にに
しし
だだ
にに
ふふ
んん
ぼぼ
ぐぐ
んん
））
史史
跡跡
公公

園園
ググ
ララ
ンン
ドド
オオ
ーー
ププ
ンン
！！

昨
年
４
月
29
日
、
多
く
の
人
の
夢
が

つ
ま
っ
た
博
物
館
と
史
跡
公
園
が
グ
ラ

ン
ド
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

博
物
館
で
は
王
墓
で
発
見
さ
れ
た
ガ

ラ
ス
勾
玉
な
ど
の
お
宝
と
３
号
墓
の
模

型
を
中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
こ
う

し
た
展
示
物
は
１
９
８
３
年
か
ら
10

年
間
に
わ
た
る
島
根
大
学
考
古
学
研
究

室
の
発
掘
調
査
が
結
晶
し
た
と
も
い
え

る
も
の
で
す
。

ま
た
、
出
雲
王
が
出
現
す
る
斬
新
な

展
示
施
設
を
備
え
た
２
号
墓
も
３
月
に

完
成
し
、
博
物
館
開
館
と
同
時
に
オ
ー

プ
ン
し
ま
し
た
。

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、

マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
表

彰
が
あ
り
、
三
谷
神
社
投
獅
子
舞
（
み

た
に
じ
ん
じ
ゃ
な
げ
じ
し
ま
い
）
の
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
賑
や
か
さ
に
華
を
添

え
ま
し
た
。
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
で
は
、
笛

作
家
の
樋
野
達
夫
さ
ん
と
大
津
小
学
校

６
年
生
百
人
に
よ
る
手
作
り
土
笛
演
奏

に
よ
り
、
会
場
が
古
代
の
雰
囲
気
に
つ

つ
ま
れ
ま
し
た
。

今
後
、
展
示
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

歴
史
が
学
べ
る
博
物
館
と
し
て
、
皆
様

に
愛
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

ﾏｽｺｯﾄｷｬﾗｸﾀｰ

よすみちゃん

完成した２号墓

博物館常設展示

笛作家・樋野さんと大津小６年生の土笛演奏

テープカット！
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★★
展展
示示
・・
イイ
ベベ
ンン
トト

リリ
ポポ
ーー
トト

●●
オオ
ーー
ププ
ニニ
ンン
ググ
イイ
ベベ
ンン
トト

４
月
29
日
か
ら
５
月
９
日
に
か
け

て
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

し
ま
し
た
。
館
長
講
演
会
を
ス
タ
ー
ト

に
、
博
物
館
職
員
に
よ
る
リ
レ
ー
講
座

に
は
多
く
の
受
講
者
が
参
加
し
ま
し
た
。

ま
た
、
科
学
館
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た

オ
リ
ジ
ナ
ル
勾
玉
・
古
代
鏡
づ
く
り
が

子
ど
も
達
に
好
評
で
し
た
。

地
元
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
紙
芝

居
・
腹
話
術
、
宝
探
し
ゲ
ー
ム
や
屋
台

村
も
出
て
、
大
い
に
賑
わ
い
ま
し
た
。

●●
開開
館館
記記
念念
特特
別別
展展
「「
弥弥
生生
人人
のの
彩彩
サ
イ

エエ

ンン
スス
‐‐
出出
雲雲
王王
がが
愛愛
しし
たた
色色
‐‐
」」

開
館
記
念
特
別
展
は
、
夏
休
み
を
中

心
に
７
月
17
日
か
ら
９
月
20
日
ま
で

開
催
し
ま
し
た
。
西
谷
の
王
墓
の
真
っ

赤
な
水
銀
朱
（
す
い
ぎ
ん
し
ゅ
）
や
、

青
い
ガ
ラ
ス
玉
、
緑
色
の
ヒ
ス
イ
の
勾

玉
な
ど
、
全
国
の
色
彩
豊
か
な
弥
生
の

品
々
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
科
学
的

に
も
色
彩
の
秘
密
に
迫
り
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
藍
（
あ
い
）
染
め
、
ウ

ル
シ
磨
き
な
ど
の
夏
休
み
体
験
教
室
で

は
、
子
ど
も
達
が
多
数
参
加
。
ス
テ
キ

な
夏
休
み
の
工
作
に
な
り
ま
し
た
。

●●
古古
代代
出出
雲雲
歴歴
史史
探探
訪訪

ミミ
スス
テテ
リリ
ーー
ウウ
オオ
ーー
クク
２２
００
１１
００

出
雲
の
文
化
遺
産
を
訪
ね
、
地
域
の

歴
史
を
学
び
な
が
ら
体
力
づ
く
り
も
目

指
す
ミ
ス
テ
リ
ー
ウ
オ
ー
ク
。
５
回
目

と
な
る
今
回
は
、
秋
風
が
心
地
よ
い
９

月
25
日
に
大
社
地
域
で
実
施
し
ま
し

た
。
参
加
者
は
北
島
国
造
家
（
き
た
じ

ま
こ
く
そ
う
け
）
な
ど
の
８
か
所
の
チ

ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
ク
イ
ズ
を
解
き
な

が
ら
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
し
ま
し
た
。

ま
た
、
休
憩
場
所
と
な
っ
た
神
門
通
り

の
協
力
店
で
は
、
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
の
特

産
品
に
舌
鼓
を
打
ち
ま
し
た
。

●●
ミミ
ニニ
企企
画画
展展
「「
出出
雲雲
をを
掘掘
るる
第第
一一
話話
」」

出
雲
市
が
行
な
っ
た
発
掘
調
査
と

研
究
の
成
果
を
発
信
す
る
機
会
と
し
て

開
催
し
た
ミ
ニ
企
画
展
（
10
月
23
日

～
１
月
10
日
）。
な
か
で
も
余
小
路
遺

跡
（
よ
し
ょ
う
じ
い
せ
き
）
か
ら
出
土

し
た
江
戸
時
代
の
女
性
の
脳
は
、
見
学

者
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

同
時
開
催
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
示
で

は
、
大
社
町
の
奉
納
山
（
ほ
う
の
う
ざ

ん
）
か
ら
出
土
し
た
戦
国
時
代
の
経
筒

（
き
ょ
う
づ
つ
）
を
展
示
し
、
埋
納
さ

れ
た
経
緯
や
背
景
を
紹
介
し
ま
し
た
。

●●
弥弥
生生
のの
森森

おお
月月
見見
ココ
ンン
ササ
ーー
トト

９
月
23
日
、
弥
生
の
森
で
虫
達
が
涼

や
か
な
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
を
聞
か
せ
る
な

か
、
博
物
館
で
は
地
元
有
志
に
よ
る
お

月
見
コ
ン
サ
ー
ト
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

三
味
線
や
ギ
タ
ー
、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
美
し
い
調
べ
に
、
参
加
者
は
静
か
に

聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
が
終
盤
に
さ

し
か
か
る
頃
、
美
し
い
満
月
が
空
高
く

輝
い
て
い
ま
し
た
。

館長講演会屋台村

腹話術 古代鏡づくり

夏休み体験教室

記念講演会

展示風景

がんばって歩いたよ！

クイズに挑戦！

300 人の参加者が美しい

調べに聞きいりました。
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●●
新新
発発
見見
！！

とと
っっ
とと
りり
・・
しし
まま
ねね
発発
掘掘
速速
報報
展展

出
雲
市
の
高
浜
Ⅰ
遺
跡
（
た
か
は
ま

い
ち
い
せ
き
）
の
日
本
最
古
の
将
棋
盤

（
室
町
時
代
）
が
話
題
を
呼
ん
だ
速
報

展
（
１
月
15
日
～
２
月
13
日
）。

里
見
香
奈
女
流
名
人
位
と
清
水
市

代
女
流
六
段
が
見
学
に
来
ら
れ
た
ほ
か
、

日
本
将
棋
連
盟
の
米
長
会
長
と
県
埋
文

セ
ン
タ
ー
川
原
所
長
が
こ
の
将
棋
盤
に

つ
い
て
熱
く
対
談
さ
れ
ま
し
た
。

●●
企企
画画
展展
「「
東東
西西
南南
北北
２２
５５
００
００
年年
のの

交交
流流
～～
矢矢
野野
遺遺
跡跡
のの
調調
査査
かか
らら
～～
」」

【
期
間
】
３
／
26(

土)

～
５
／
16(

月)

【
観
覧
料
】
３
０
０
円

※
高
校
生
以
下
無
料

【
内
容
】
弥
生
の
大
集
落
「
矢
野
遺
跡
」

の
２
５
０
０
年
を
た
ど
り
ま
す
。

★★
特特
集集

研研
究究
ノノ
ーー
トト
①①

矢
野
遺
跡
（
や
の
い
せ
き
）

矢
野
遺
跡
（
出
雲
市
矢
野
町
）
は
出

雲
平
野
の
真
ん
中
に
あ
る
遺
跡
で
す
。

古
く
か
ら
弥
生
土
器
が
採
集
さ
れ
、
弥

生
時
代
の
大
き
な
集
落
遺
跡
と
し
て
注

目
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
そ
の
後
の
発
掘
調
査
で
、

「
や
の
」
ム
ラ
に
住
ん
だ
人
々
の
暮
ら

し
ぶ
り
が
次
第
に
見
え
て
き
た
の
で
す
。

「
や
の
」
ム
ラ
に
は
、
弥
生
時
代
の
初

め
（
約
２
５
０
０
年
前
）
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
人
々
が
生
活
の
営
み
を
続

け
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
人
々
は
い

つ
の
時
代
も
様
々
な
地
域
と
交
流
し
て

い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
の
で
す
。

縄
文
時
代
の
終
わ
り
、「
や
の
」
ム
ラ

に
住
み
着
い
た
人
々
は
、
出
雲
平
野
で

い
ち
早
く
弥
生
文
化
を
取
り
入
れ
ま
す
。

そ
れ
は
、
出
雲
平
野
で
最
も
古
い
時
期

の
弥
生
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
分
か
り
ま
す
。
そ
の
土
器
の
形
は

九
州
北
部
（
福
岡
周
辺
）
の
弥
生
土
器

と
よ
く
似
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
形

の
土
器
は
下
関
市
（
山
口
県
）
や
浜
田

市
の
遺
跡
で
も
見
つ
か
り
ま
す
。
弥
生

文
化
は
九
州
か
ら
日
本
海
を
リ
レ
ー
さ

れ
て
伝
わ
っ
て
き
た
の
で
す
。
ま
た
、

弥
生
時
代
の
７
５
０
年
間
、「
や
の
」
ム

ラ
の
人
々
は
、
西
は
九
州
北
部
・
朝
鮮

半
島
、
北
は
隠
岐
、
東
は
北
陸
、
南
は

岡
山
南
部
・
香
川
な
ど
、
様
々
な
地
域

と
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

古
墳
時
代
の
中
頃
（
約
１
６
０
０
年

前
）
か
ら
飛
鳥
・
奈
良
時
代
（
約
１
３

０
０
年
前
）
に
か
け
て
は
東
の
近
畿
地

方
と
の
交
流
が
見
ら
れ
ま
す
。

古
墳
時
代
の
中
頃
に
、
朝
鮮
半
島
か

ら
の
技
術
に
よ
っ
て
、
陶
邑
（
す
え
む

ら
・
大
阪
府
堺
市
）
で
新
し
い
焼
き
物
・

須
恵
器
が
作
ら
れ
始
め
ま
し
た
。
矢
野

遺
跡
で
は
、
出
雲
平
野
で
は
珍
し
い
ご

く
初
期
の
須
恵
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
頃
、
近
畿
地
方
と
つ
な
が
る

有
力
者
が
「
や
の
」
ム
ラ
に
は
い
た
と

考
え
ら
れ
ま
す
。

飛
鳥
・
奈
良
時
代
は
、
人
々
の
交
流

は
都
を
中
心
と
す
る
も
の
に
な
り
ま
す
。

矢
野
遺
跡
で
は
、
飛
鳥
時
代
の
都
か
ら

運
ば
れ
た
土
器
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
土
器
が
一
般
の
ム
ラ
で
見

つ
か
る
の
は
珍
し
い
こ
と
で
す
。
矢
野

遺
跡
で
は
、『
出
雲
国
風
土
記
』
の
「
矢

野
社
」
と
み
ら
れ
る
「
社
」
と
記
し
た

土
器
も
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
奈
良
時

代
の
歴
史
書
に
は
、
出
雲
国
造
（
い
ず

も
こ
く
そ
う
）
と
と
も
に
出
雲
各
地
の

神
職
が
上
京
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
都
の
土
器
は
、
こ
の
神
職
が
も

た
ら
し
た
も
の
で
し
ょ
う
か
。

平
安
時
代
か
ら
江
戸
時
代
（
約
１
２
０

０
～
１
５
０
年
前
）
に
か
け
て
も
交
流

の
歴
史
は
続
き
、
特
に
国
内
外
の
陶
磁

器
が
多
く
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
現
在
、
矢
野
遺
跡
の
北
東

に
は
出
雲
ド
ー
ム
が
建
ち
、
新
た
な
交

流
の
歴
史
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。

（
出
雲
市
文
化
財
課

髙
橋

周
）

出土した弥生土器

奈良（飛鳥）から運ばれた土師

器。金属の器をまねる。

里見名人位（奥）と清水六段（手前）
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★★
イイ
ンン
フフ
ォォ
メメ
ーー
シシ
ョョ
ンン

●●
来来
館館
者者
５５
万万
人人
をを
達達
成成
しし
まま
しし
たた
！！

弥
生
の
森
に
雪
が
ち
ら
つ
く
１
月

27
日
、
開
館
以
来
５
万
人
目
の
お
客
様

を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
年
間
目
標
は
２

万
５
千
人
で
し
た
か
ら
、
短
期
間
で
そ

の
倍
の
お
客
様
を
お
迎
え
で
き
た
こ
と

に
心
か
ら
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
次
は

10
万
人
を
目
指
し
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
が

ん
ば
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

●●
島島
根根
広広
告告
賞賞
でで
、、
２２
号号
墓墓
のの
解解
説説
パパ

ネネ
ルル
がが
銀銀
賞賞
をを
受受
賞賞
しし
まま
しし
たた
！！

第
35
回
島
根
広
告
賞
で
「
西
谷
２
号

墓
内
部
パ
ネ
ル
」
が
、
サ
イ
ン
・
デ
ィ

ス
プ
レ
イ
部
門
の
銀
賞
に
輝
き
ま
し
た
。

作
品
は
２
月
に
松
江
市
の
「
松
江
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
」
に
お
い
て

写
真
パ
ネ
ル
で
紹
介
さ
れ
、
多
く
の
皆

様
に
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し
た
。実
物
は
、

ぜ
ひ
現
地
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●●
展展
示示
・・
イイ
ベベ
ンン
トト
のの
ごご
案案
内内

▼
出
雲
弥
生
の
森
博
物
館
「
川
柳
作
品
展
」

【
期
間
】
３
／

26
（
土
）
～
５
月
末

【
内
容
】「
出
雲
王
の
眠
る
丘
」
を
テ
ー

マ
と
し
て
募
集
し
た
作
品
の
中
か

ら
、
入
選
、
佳
作
に
輝
い
た
作
品
60

点
を
展
示
。

▼
開
館
１
周
年
記
念

「
出
雲
弥
生
の
森
ま
つ
り
」

４
／

29(

祝)

の
催
し

◎
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
（
９
時
30
分
～
）

大
津
小
学
校
の
児
童
と
笛
作
家
・
樋

野
氏
に
よ
る
土
笛
演
奏
、
大
土
地
神

楽
「
八
乙
女
」
、
博
物
館
メ
イ
キ
ン

グ
映
像
上
映
会

◎
地
元
団
体
コ
ー
ナ
ー

(
10
時
～

15
時)

(

屋
台
村
、
お
茶
席
、
も
ち
つ
き
実
演

販
売
、
草
花
販
売)

※
有
料

(

こ
ど
も
手
芸
体
験
、
ど
ん
ぐ
り
飛
ば

し
、
吹
き
矢)

※
無
料

◎
開
館
１
周
年
記
念
講
演
会

(

14
時
～

16
時)

※
受
講
料
３
０
０
円

【
演
題
】
四
隅
突
出
型
墳
丘
墓
の

成
立
を
め
ぐ
っ
て

【
講
師
】
野
島

永

氏

(

広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
准
教
授)

４
／

30(

土)

～
５
／
８
（
日
）
の
催
し

◎
も
の
づ
く
り
体
験

※
有
料

（
ま
が
玉
・
古
代
鏡
・
缶
バ
ッ
ジ
）

４
／

30(

土)

、
５
／
３(

祝)

～
５(

祝)

、

５
／
７(

土)

◎
企
画
展
講
座
①

※
受
講
料
３
０
０
円

５
／
１(

日)

14
時
～
16
時

【
演
題
】
古
代
の
矢
野
遺
跡

【
講
師
】
髙
橋

周
（
出
雲
市
文
化
財
課
）

◎
企
画
展
講
座
②

※
受
講
料
３
０
０
円

５
／
８(

日)

14
時
～
16
時

【
演
題
】
弥
生
時
代
の
環
日
本
海
交
易

【
講
師
】
森
本
幹
彦
氏
（
福
岡
市
教
委
）

◎
博
物
館
の
裏
が
わ
探
検

※
無
料

５
／
４(

祝)

10
時
・
11
時
・
13
時
・
14
時

◎
よ
す
み
ち
ゃ
ん
ク
イ
ズ

※
無
料

５
／
５(

祝)

10
時
～

16
時

◎
地
元
団
体
コ
ー
ナ
ー

※
無
料

・
出
雲
の
伝
統
芸
能

５
／
５(

祝)

10
時
30
分
～

11
時

・
ど
ん
ぐ
り
飛
ば
し
、
吹
き
矢

５
／
５(

祝)

13
時
30
分
～
15
時

◎
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
コ
ー
ナ
ー

５
／
５(

祝)

10
時
～

15
時

５
／
８(

日)

10
時
～

13
時

◎
荒
神
谷
博
物
館
コ
ー
ナ
ー

５
／
８(
日)

10
時
～

13
時

◎
西
谷
墳
墓
群
ガ
イ
ド

※
無
料

４
／

29(

祝)

、
４
／

30(

土)

、

５
／
３(

祝)

～
５
／
５(

祝)

▼
文
化
財
課
職
員
リ
レ
ー
講
座(

３
回)

◎
第
１
回

５
／

29(

日)

14
時
～
16
時

【
演
題
】
鰐
淵
寺
の
調
査
に
つ
い
て

【
講
師
】
石
原

聡(

出
雲
市
文
化
財
課)

◎
第
２
回

６
／
５(

日)

14
時
～
16
時

【
演
題
】
出
雲
市
内
の
一
畑
薬
師
灯
篭

【
講
師
】
野
坂
俊
之(

出
雲
市
文
化
財
課)

◎
第
３
回

６
／

19(

日)

14
時
～
16
時

【
演
題
】
埋
も
れ
て
い
た
古
墳
群

‐
築
山
遺
跡
の
調
査
か
ら
‐

【
講
師
】
原

俊
二(

出
雲
市
文
化
財
課)

（
受
講
料

各
３
０
０
円
）

(発行)出雲弥生の森博物館 2011年4月

〒693-0011 島根県出雲市大津町2760

(TEL)0853-25-1841 (FAX)0853-21-6617

(e-mail) yayoi@city.izumo.shimane.jp
http://www.city.izumo.shimane.jp/yayoinomori
●入館料／無料（特別展等観覧料を除く）

●開館時間／9:00～17：00(入館 16：30まで)

●休館日／火曜日(祝日の場合翌日)・年末年始

１万人目の斐川町・岡田さん親子！

５万人目の斐川町・昌子さん夫妻！

※各種講座・講演会は、当館へ電話・ＦＡＸでお

申込みください。（講座・氏名・住所・連絡先）

※申込多数の場合お断りすることがあります。


